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漏岡縣八女郡八女粘土調査報告
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　　　　　1．緒　言鼎，
筆者は研空補助員　種柚光郎と共に昭和24年1月20

日より約1ヵ月聞にわたり，福岡縣八女郡岡山村字今謡

を中心とする地域のボーキサイト質粘土及び入女白粘土

参精査を行つたQ調査に際しては1：5，000地形図を作

成し，ハンド・オ品ガーを使用して簡軍な地下探鉱を行

い，地表下におげるこれら各暦の実態把握につとめた。

本地域に，対しては，昭和23年8月に概査を行い，ボ

榮鉱床部員
＊＊本報告書を記するに当り・耐火度試瞼の便宜を與え

　て下さつた日本製鉄株式会硅パ幡製鉄所化工部中原

　交夫炉材課長及びX線に関する実験ゑ行つて頂いた

　東京工業大挙山田久夫助教授並びに岩井津一助手に
　対し潔甚の謝意を表する。

誠軸

一キサイト質粘土の下部に発達する八女白粘土は耐火粧

土資源とレて注目すべきものであるとい5ことを明かに

したo
　依つて今回は該白粘土の耐火原料としてρ鉱床の慣値

を決定するめを主目酌とした。なお将来利用の目的を充

たす爲にボ＿キサ才1』質粘土の精査をも象ね行つた。

　　　　　2．位置及び交通
　調査区域は九州鉄道急行線東久留米駅の南方直躍9

奪mの八女郡岡山村字今福を略中心とし・南非2km・東’

西3し2kmの範囲であつて，岡山村及び長峰村の一部を

占めているo　、

　当・地に到るには舞前記九州鉄道急行線の花畑駅で下車

㍉し，該駅前より九州鉄道福島町行電車に乗車するのを便

とじ．花畑より約45分で調査区域璽東端である吉田に

到着する。鉱石を蓮搬する場合には矢部線鵜の池駅叉は

　　　　　　ひ筑後編島駅に搬出するのが便利である。

　今福一鵜の池間及び吉田謡筑後魑島駅間は，、共に良．

動車道路に漕つて約5k卑に過ぎず，交通，蓮搬は極め『

一て便利である0

　　　　　　3．地　形
　当地は洪積層よりなる非常に緩漫な聾伏を禾す低い段

丘地帯であつて，南西方では漸移的に李地に移化してい．

る◎

　区域西部ば験時中飛行場を建設した爲，人爲的に干面

化され，1350，000地形図とFは異つた地貌を呈している

が部分的に住昔の名残りを止めている。

　洪積暦の分布範囲内には，人工的堀割，以外に河川の発

蓬は全ぐなく乳将来粘土の水簸工場を建設せん≧する折

は，水利の関係上，河川あ洪積験丘の麓に近い室岡附近

を選定すれば便利であると思われるo　』　　　鮨

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　4．地　質
　ボーキサイ下質粘土及び八女白粘‡層は何れも洪積期

Qものであつて，前者は後者を整合朕に被覆して発蓬し』

ているが，局部的には両者の聞に黄褐色粘土の⑩cm程．・

度の薄暦を挾有することがあるo更に自粘土の下部には

砂粒に富む木節及び蛙目様の塚青色粘土層が発達してい

．る。該友育色粘土暦は白粘土に直接被覆される場合が多　　　　．

いが，一稀に両暦の問に絶の粘土暦叉は含礫砂質粘土層ボ

存在ずる場含もある。

　洪積暦，の中，試錐又は露頭で確認し得たものは下部よ

4
か
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1．礫暦（石英，絹雲母片岩，

　火山岩等の揖指頭大の礫

　　0。3ず》3．7m

　・8．礫暦（火山岩の拳大乃至

　　人頭犬の礫を含む〉

　　0～’8m

　9．黒色表士0ヴ0・3m
に区分することができるo

　『，これらの地暦は調査地北方の

・一條，新代方面においては御荷

鉾暦に属する絹雲母片岩及び新

期第三紀の凝灰質耳岩を，東部

’
『
吉

田方面1；おいては同・じく新期

第三紀め砂質頁岩，’凝荻質頁岩

類を，叉更に東方の六田方面に

おいては陶蘇火山め竣璃質安山

岩を不整含に被葎して発達して

いるo
　恐らく火山友が沈積し，その

位置で高馨土化作用が行われ，．

その過程の孚ばにあるものと認

められる。周

　　A．木節・蛙目繰粘土層

　多くの場合，八女白粘土暦に

『疽接被覆されている。平均暦厚

を確認することはできなかつた

が，大約平均1．5m以上の厚さ

を有するものと予想される。こ

潔
窄
慾＼

』　　、
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の分布範囲は，調査区域内は勿論・区域北方の新代・指

合，・藤田方面にまでも及ぶ。．

　本粘土は，水分を含んでいる時は友青色を呈するが，

』乾燥すると藻青色を示し・特に鉄分の多い部分には不規

則な形をした褐色斑点が見られる。一般に砂粒に富んで

ゆいるo

　粘圭中の石英或は長石の礫は・鏡い角稜をもつてお

　第』　2、　　図

　り，・恐らく粘土と共に他の地域から水によつて蓮ばれて

来たものであろ50

　　B。八女白粘土暦

〆　前記木節・蛙目様粘土暦の上部に直接か或は黄褐色粘

土の薄暦をへだて玉発達ナる粘土層であつて，層厚は、

．0．40～5．40m．準均1．25m（添付図参薫），吉田方薗では『

何れも試錐の結果3n似上の厨厚を確認した◎か』る暦』

5

ノ



海

厚の部分におい七ほ・上部は梢タ茶褐色を帯びた凝奪岩

朕媒形態を止めている場合もあるが，下部の大部分は申

色の含水量の多い粘土と化している。

　旧飛行場内にも往昔は相当厚い白粘土層が発達してい

たと、思おれるが，飛行場工事その他によつて剥取られ残

存部分は少なく・叉残つていても暦厚億極めて薄いQ

　本粘土とこめ上部1こ発淫するボーキサイト質粘土暦と

は搬に李滑な境を示し七いるが，厨によると稽々波状

の境界面を示す。何れの場合も両者の聞には漸移酌関係

は見られないo

　白粘土は、エソデライト、及びハロイサイトを主成分と

し，ギブス石を伶、・，他に右英，クリストバル石，斜長

’
石 ，褐色普通角閃石，磁鉄鉱，褐鉄鉱，ルチル・帽石及

び岩石の小片等を随俘している。耐火度は暦の中央部が

最も高い。叉丘陵の頂上部におけるよりも，谷における

もの』方がナ般に耐火度が高い。

　　c．ボーキサイト質粘土麿

　本暦は八女白粘土暦の上部に発達する層厚平均2・0皿

の緒色粗髪のボーキサ4ト質粘土から成る地層であるo

・縮の下部、特に蝋土居の境界から曾加酬の聞に

は径恥前後舶色の蹴体酵数発達してい聯合
が多い。この球状体の分布、ま白粘土に近い程密であつ

て，’これより遙かに離れた所には存在しないo該球殻は

Al203含有量

D．6m

0。9

0．9

　　，25，03％
ボ

1
キ

サ

イ37．64％
ト

質
粘
土・

暦
　　　39．48％

第 3 図

で火鉢，摺鉢，コシロ，壷等を製造している。焼成温度

は9000C 程度である。耐火度は原土のま、でSK18《・

2Sで，煽器用としては適当と思われる。・焼成すると褐色

を呈するが焼きしまりは非常に良好であるQ・　単

，化学威分及び耐火度は次に示す如くである。

第 1　　、表

癖i磁卜』・榊i・1鉱・Mg・丁血1覧

涜．湘．5si3、．98

坂
8．541．09 、100．45

耐天
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総魏識纂麟驚窺1廊桝蜘畔岬蛾
を含んでいるのが常であるα

　　　SiO孝AI203甘e203CaO皿gOMnOlgl1・s録丁・ta1

球鼓42。6636、333．7QO．52ゆ．3｛r44．861a8・41

審心39・733Lq郷』一8・6・・5・6g陣

　　　　　　　　　　　　　　〔地質調査所分析〕

　ボ・一キサイト質粘土は，比重の大きい，粘性の強いも

のはA1203の含有量が乏しく，粗憲のもの程高品位であ

る。叉伺一個所におい宅は，暦の上部0！2～0．6mの駈

が品位が低く下部に行ぐ＼に從つてA王203の含有量が高

くなるo　　　　　ト　　　　　　、　　　、”
　　　　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　次に今稿部落南東方約0・5kmにおける一例を挙げるo

　この粘土はギブス石，アロヘーンを主成分としてお

り・石英，長石磁鉄鎮及び褐鉄鉱等を随件し・，X線講

即結果甜傘マ朴を舗している疑鵡る．

　　　　　へ　　5．鉱　　篇

　　ム櫛髄購粘土
　粘性の強い淡青友色粘土でダ殆んど常に砂粒を含み，

部分によつては石英ザ長石等め角礫を含有している。当

塘の窯業家は礫の殆んど無い部分を採掘し，原王のま』、

　　　　　　　　b 費

〔地質調査所分析〕

　　B。八女白粘土

　露出部分は淡褐色を呈し，余り粘性が大でないが地下

では主に白色か，稀に稽淡褐r白色を示し，極めて粘性

が強いo』しかしながら化学成分は両者共に大差無く，

Fe2034・6r》8％である。との鋒分は主に粘土中に含有

tされる褐色普通角肉石・磁鉄鉱及び褐鉄欽に由来する

が，褐鉄鉱の微晶域外は水簸によつて除去可能である。

　水簸物は極めて薄い小豆色を呈し，これを焼成すれば

極めて淡く桃色がかつた白色を呈する。水簸物の耐火度

は原吐の如何に拘わらず．SK33・略5で，S耳3｛のもの・

が最も多い◎

　原土の耐火度はこれより低く，SK18～31（SK30前’

後のものが大部分が占めている）である。このよろに広

範囲の値を示すのは，場所により随俘鉱物の量に差のあ

ることと，ハンド・オーガーで粘土を採集する際の上暦

粘土の混入等によるも、のであろう。

．又一般に褐色を帯びるもの』寿が白色のもgより醗火

度が低いが，これは前者が鉄分に富むためであろうと愚，

われるo



1
2
・3

　　へH20（一）
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10．89

Si・21

39．59

59．32

37．85

Fe憂・31

6．36

4．98

4。61

Ti・21

1．04

0。88

G，82

A12・3『Ca・1

31．06
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32．43

1，81

0．27

M言o
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0戸47

Na2・1
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K・・！

0。Q6

Tota1

98．67

・98．72

101．09

、耐火度』

　SK」
30十

30十・

31　・

1熱撃／八撫

レ本粕土は暦厚1m以下の薄暦の部分では比較的乾燥し

・ているが，暦厚が2m或ばそれ製上の部分では非常に多

ぐの水分を含有し，濃厚な汁粉を思わぜるものがある◎

八女白粘土は外観が長崎縣調川粘土と似ているのみなら

』ず・・化学成分・・耐火度等｝こも類似の節：多いが乾燥傘裂

はこれを生じないよ5であるQ叉主成分がエソ、デライト・

であるから，ドイツにおけると同檬に一度300’》4000（）　・

に蝦焼してから使用する方が安全と思われる。▽

次に白粘土のイビ学成分を示すQ

、八女白粘土の’H20（一）が10％塚上に達しているの

は』．エンデライトを主成分としていることを暗示するも

のであるσ

飛行場東方約0．3k狙の防塞壕内で採集した白粘土中

のヂズス石は，二軸性正で屈捧はn・＝1・574・血2F

ユ．581であるづ

　C㌧ボーギサイト質粘土

　タ鵜色粗髪の比重の軽い鉱石であつて，低品位の部分は
粘土質であるがプ高品位の部分ほ、全く粘悔を欠いてい

や・’水選によつて石英・長石等の來雑物を容易に除去す

ることはできるが，主成分の一つどしてア・へ一ンを含

有しているので・．耀齢碑列ト億うに庫・2を

5％以下に低下せしめることは困難である。

原鉱の化学成分は家に示す如くであるo

　　　　第、．　2　　表

産、　　地 貫三〇2 AI203

〔地質調査所分析〕

一61水簸試験

　［A・・木節・蛙目様粘土

後述するが如き簡軍な方法で水簸試験を行い，、第3表

に示す結果を得た。

第 3 表

勲輪1・ssSi・軸・31Fe2・31．CaO MgO

臨％禦69　70叫3・’
中鉱

尾鉱

25
．37、軌98塑圃3156

　赤　坂
　　6－D　．

　西　原
飛行場正門上孚部

　　　下孚部
　　4一：B

　蒲　原
　ぞ今　禧
　　3」：B　』

　　5－D

44．99

40．92

39．48

41．57

25』45／

46．83

46。85

25．33

・47．40

45．76・

32．77

33「．13

34172

41．17

48。91

31．93

『
2 9．75

45．93ご

27．08

20．92

∫7・1s・ 63。37

雫　均

18．60 7．69 0．95

0．69

1．5壬

0．72

、・40．46・ 34．63

：Fe2Q3・ Ig．10ss

8．53　　　13．16

11．47　　　13．68

10。56　　　ヱ｛．22

2，43　　　15。03

5．19　　20。84

8．13　　　12．34

16，25、 　12．90　　r㌔

11。37　　　21。02！

14．62鵯12140
ユ8．68　　　13．38

10二72

　　B．八女白粘土
　便宜ビーカー，4個を使用して実験を行ρた。この結』

』『果・原土串の褐色普通角閃石・クリスドバル石乳磁鉄鉱，

　ルチル等は殆んど完全に除去せられ，永簸物として，エ

　ンデライト・ハロイサイ1」，ギブス右乏微量の石英，斜

　長石及び褐鉄鉱が得昏れる。璽に精密に水簸を行えば石

』夷斜長石を殆ん院熱除去幅こと1まできる力欄

　鉄鉱の薄板歌微晶を完全に除去すちことほ不可能であ

　るo　　　　　　　　　　　θ
　斗g〉場合の実牧率は，精鉱33％，中鉱A（65目飾以
　下）7・6％，中鉱B（65目節以上）14。0％，尾鉱23．3％，

　洗失量21・8％である。1叉比較的粗難な水簸作業をも行

　つたが・さほど相異のない水簸物が鴛られるヒとが分つ

た・しかしながら，こ、の絢燵によると褐鉄鉱が獅多，

　童残存し，これが八女結土の欠点あ一つである5

　　　　　第　　4　・表’
i実喰
・摩1

1原土
粗水選物 54％

　　レ1暫10ssl
　　ン
2Q．62

、緻物＊33i・5・48

Si・小12・3／

ξ9．59 31．06

42．501．35．2」

F“2・31

6。36

4．74

・Tio耐火度’
ぎ

・1。04

SK

14．90

〔軽金属統制会分棚

呂0十・、

3生

・34一、

　　　　　　　　一〔地質調査所分析〕

犠懲ぞ1’て攣繰力脚1遊準
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　　原五程水i選物艮び水簸物の実放鴎生学成夢及び耐㌧

　火度は亥に示す如くである。

　　東京工業試験所の鈴木篁は験時中300gの八女粘土を

、原料として，流速0．671／min、の下で水簸を行い

o

、精
　中

　尾
　流

鉱

鉱

鉱

失

2099

479

3G　g

149

を褥，次に示すが如き化学成分を示しているo

隙鉱
H20（一）

IgJOSS

　Sio2

A1203

　Fe203

　Tio2

℃aO

　MgO
Tota1，

比　　重

・精鉱

11．99　　　　9．87

14．60　　　16．54

35．47　　　33．47

38。27　　　40．62

7・05、6・21
0．52　　　　0．53

1．2尋　　　0．75

1．70　　　　1．43

98。85　　　99。55

2．782　　　2．499

中　鉱

6。93
1壬．73

36．4在

34．32

7。35

0．51

3．85

2．64

99．84

2．672

尾鉱

2．89

6．26

嵯3。98

22．55

ユ5。14・／

0．41

0．29

5．46

99．99

2．86

であろう。康土のま瓦でA120び争％以上の鉱石は硫酸、

肇二kの原料として利用する時には選鉱を行なわなくても

充分である。』

　　　　　　　　7．鉱　　量．．

　測量区域の殆んど全域にわたつて，ハンド・オーガー

による探鉱を行い（添付図の○印の所）白粘土及びボ［キ

サイト質粘土の層厚を確認してあうので・次に示す鉱量

ぼ総て確定鉱量とい巧るものである。

　但し鉱石類の比重億一率に2。5と見倣して計算した◎、

　（1）木節・蛙目様粘王　　F，　・　　　　　　　　．

鞠騨m瞬存醸剣予徽量トソ
1．5 2．（）×106 7。5×106

（2）白粘土

耐　火　度

SK：30，以上

SK30　～29
－SK28＋以下

　舎　計

府轡厚

1．25

〃

〃

〃

1賦存鹸m2確定鉱量トソ
1．12×．106

0．36×106

0．16×106

一．6窪×106

3．5×106

1，1×106

．0．5×一〇6

5．1×106

（鈴木篁分析）

（3）ボrキチイト質粘土

　　C．ボーキサイト質粘土

　白粘土の場合と傘く同様にピーカーによる水簸試験を

行つた結果次に示すような数値を得た。

耶均層厚　m、i賦存面積　瀞　　権定鉱量　トソ

　　　　　　ヌ
2．0 6．2×105 3．1×106

　原　鉱

＿精　鉱

　中　鉱

　尾　鉱

実牧率，

36．～％

、29．1

3蔓，8

IgδIOSS

10．75

17。86

18．74

11．65

Sio2

40。49，

33，10

32。22

49。00

A1203

3盛．86

38；81

41．64

24。67

i　Fe2・3

8．09
『
7
． 43

6．32

12．51

〔地質調査所分析〕や

　部ち，原鉱，精鉱，中鱗共にA1203の品位に差が少

く，就中尾鉱にA1203が24．67％含有されていることは
　　　　　　　　　　
非常な欠点であるoこれは粘土中にアロヘーγ原びギブ

ス石を主威分とする径1’》2mmの塊が多数存在し，．こ

れが石英粒等と共に尾鉱に逃れる爲である5

　この小塊は，水に混合した程度では破壌されないが，’

指崇で容易に破壌されるから，水簸を行5前に簡軍なボ

ールミルの如きもので鉱石を破砕すれぼ，SiO2の量も、

・多少壇加する恨れはあるが，Al203の品位をも上昇せし、

めることができるそあろう。

　輝騨選鉱締瞬合には・籾九分級蹴使用し
中鉱も精鉱も一緒に採集するのが便利であり且つ経済的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喪

　　　　　　　　8．用　　途

各粘土別に用途及ぴ可能用途を示ぜば次の如くであ『

るげ

　4・・木節・蛙目様粘土

　（1）訪器原料として現地の窯業家が多少使用してい

　　　る6

　（2）．水簸物は極めて低級の耐火煉瓦用のバイ》ダー兜

　　’クレーとして使用し5る可能性があるが鉄分が多

　　　い欠点があるQ

　　B。八女白粘土
　（1）耐火原料・1一原土軸のSK31，水簸物のSK34．以

　　　上，且つ粘性が強いものはバイソダー・クレ四と

　　　して使用しうるが，鉄分の多い欠点をまぬがれえ

　　　ないo八幡製鉄所において使用するものと‘すれば・

　　立地條件に恵まれている関係上，他の追随を許さ

　　　ぬ点が多い。

　（2）B．H。C．増量剤…・水簸物を使用ぜんとする計画

　　　があるが未だ実験の域を脱しえないようであるQ

＊原土のま、餐あると，石英粒の混入量が多く，て焼成

、の途中において石英の異状膨張により煉瓦の品質を

　低下させるヒとが予想される。

8



＼

　　　　　　　ム　　、「C・ボ凹キサイト質粘土

　　（1）アルミニウム原鉱・…水簸物の品位も外國産ボー

　　　キサイトより劣つているが，水簸物の工場渡し

　　　2，500円ノトン程度と思われるので輸入鉱石の代

　　　用として使用される可能性もある。

　　（2）硫酸磐土原糀・…日本アをミ黒崎工場の設備が完

　　　成すれば原土のま玉で月問800トンの需要がある

　　　といわれている。

　　　　　　　9．、結　論
　　、これを要するに，・ボーキザイト質粘土及び八女白粘土

　　　　　　　　　　　ヤ　　　で　　．共に鉱量が大で同一品質のものを長期聞連続して供給で

　　き，且つ露天掘が可能という有利な点と・立地條件に恵

。　　ま劃ている長所があるが，何れも利用方面において争少

　の欠点を有し，需要家がこれを使用するにいたるまでに

　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　＼　　　曝

は構の騨を財る砺ろ弧なお活醸蹴繊．
ては積極的関心が示されるととが望ましい＆

　なお当地渥ボーキサイト質粘土中にギブス石の存在す

る事実は学術的に極めて興昧あることがあつて，從来日

本においては四國坂出にのみボーキサイトが存在してい

るといわれていたのであるが，八女郡下における本粘土

の発見により更に他の地域，特に地形上類似の地域から、

偶この種鉱床を発見しうる可能性が大となづた。　　　　　、
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1・　Sh1kfn（1　9統s　費e1（卑　fs　s茸uated　＆10ng　右｝1e

　northeasむem℃oastof：KagoshimaB我y．・
2．　The　general　sむratfgr翫phic．suecession　in

　thisarea，isasfollows：

　Quartemary、TerraGedeposits㌔一・…
．　・・∴pumiceousgravebnds鋤d
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　　　Ii面むed抗rea．1

’5．T・talpr・duetf・扇n190ε一1948：

　　　　　　1，248，450M3forO．04km2
　6．EstimateofReserveβ
　　　Residualreservesf・rpr6ved説紺
　　　　　　23，961，000M3for2．Okm2－
　　・Inferred　reserves：
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　　　　　1・序　言
昭和23年3月30日より10巨聞，伊田・篠山両名は國

分囑の地質髄を行弱蘇・藤両名瞳根に於け

る夫然ガス並びに之に附随する水の分析を行つた結果，，

．9

／




